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衣
斐
成
司
先
生
と
川
岸
繁
雄
先
生
は
、
二
○
○
六
年
三
月
三
一
日
を
も
っ
て
神
戸
学
院
大
学
を
ご
退
職
な
さ
い
ま
し
た
。
法
学
部

教
員
一
同
か
ら
先
生
方
へ
の
敬
愛
と
感
謝
の
念
を
込
め
て
、
さ
さ
や
か
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
本
書
を
献
呈
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

衣
斐
先
生
は
、
一
九
三
五
年
一
一
月
、
京
都
市
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
大
阪
市
立
大
学
法
学
部
・
同
大
学
院
法
学
研
究
科
を
経
て
、

六
八
年
四
月
、
開
設
二
年
目
の
法
学
部
に
専
任
講
師
と
し
て
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
七
六
年
六
月
に
教
授
と
な
ら
れ
、
法
学

部
長
・
大
学
院
法
学
研
究
科
長
・
理
事
と
し
て
学
部
・
法
人
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
後
（
八
一
年
四
月
〜
八
三
年
三
月)

、
学
校

法
人
神
戸
森
学
園
（
現
神
戸
学
院
）
評
議
員
と
し
て
、
法
人
の
発
展
に
多
大
の
ご
貢
献
を
な
さ
い
ま
し
た
（
八
三
年
九
月
〜
二
○
○

五
年
九
月)

。
ま
た
、
日
本
私
法
学
会
理
事
を
歴
任
さ
れ
（
九
六
年
一
〇
月
〜
二
○
○
一
年
九
月)

、
九
七
年
一
○
月
に
本
学
で
開
催

さ
れ
た
第
六
一
回
大
会
で
は
開
催
校
の
実
行
委
員
長
と
し
て
大
会
運
営
を
差
配
さ
れ
、
大
会
を
成
功
に
導
か
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

川
岸
先
生
は
、
一
九
三
五
年
一
二
月
、
富
山
県
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
同
志
社
大
学
法
学
部
・
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
を

経
て
、
六
七
年
四
月
、
開
設
と
同
時
に
法
学
部
に
専
任
講
師
と
し
て
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
七
九
年
四
月
に
教
授
と
な
ら
れ
、

法
学
部
長
・
大
学
院
法
学
研
究
科
長
・
理
事
と
し
て
学
部
・
法
人
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
後
（
八
五
年
四
月
〜
八
七
年
三
月)

、

大
学
評
議
員
と
し
て
、
大
学
の
発
展
に
多
大
の
ご
貢
献
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
（
八
七
年
四
月
〜
八
九
年
三
月
、
二
〇
〇
四
年
一
月

〜
〇
六
年
三
月)

。
そ
の
間
、
パ
リ
大
学
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
政
府
給
費
留
学
生
と
し
て
（
六
七
年
一
〇
月
〜
七
〇
年
九
月)

、
ヴ
ァ

献

辞
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ー
ジ
ニ
ア
大
学
に
お
い
て
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
研
究
員
と
し
て
研
修
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
（
七
七
年
九
月
〜
七
八
年
八
月)

。
ま
た
、
国

際
法
学
会
評
議
員
（
八
三
年
四
月
〜
〇
三
年
九
月
）
や
日
本
学
術
会
議
国
際
関
係
法
学
研
究
連
絡
委
員
会
委
員
（
九
四
年
四
月
〜
九

七
年
一
〇
月
）
を
歴
任
さ
れ
、
学
会
に
お
い
て
も
多
大
の
ご
貢
献
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
衣
斐
先
生
と
は
、
私
が
大
阪
市
立
大
学
法
学
部
に
入
学
し
た
時
に
配
布
さ
れ
た
時
間
割
に
、「
法
学
・
衣
斐
」(

法
学

部
以
外
の
学
生
対
象
の
ご
講
義
で
し
た
の
で
、
受
講
し
て
お
り
ま
せ
ん
。）
と
い
う
記
載
を
拝
見
し
、「
こ
の
先
生
の
お
名
前
は
何
と

お
読
み
す
る
の
だ
ろ
う
」
と
悩
み
始
め
た
時
か
ら
、
先
生
と
の
お
つ
き
あ
い
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
一
四
年
後
、

私
が
法
学
部
に
赴
任
し
た
時
に
頂
戴
し
た
名
簿
に
、
先
生
の
お
名
前
を
「
い
び
」
と
い
う
ル
ビ
と
と
も
に
発
見
し
た
瞬
間
、
長
年
の

悩
み
が
消
え
去
っ
た
安
堵
感
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
実
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
お
作
り
頂
い
た
、
つ
ま
り
、
私
の
割
愛
の
た
め
に

鹿
児
島
ま
で
ご
足
労
頂
い
た
の
が
当
時
の
学
部
長
で
あ
ら
れ
た
川
岸
先
生
で
あ
り
ま
す
。
ま
こ
と
に
個
人
的
な
こ
と
で
恐
縮
で
す
が
、

お
二
人
の
先
生
に
は
、
何
か
運
命
ら
し
き
も
の
を
感
じ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

二
○
○
七
年
四
月
に
は
、
法
学
部
は
創
立
四
○
周
年
を
迎
え
る
と
も
に
、
三
年
次
生
・
四
年
次
生
が
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン

パ
ス
で
学
修
す
る
こ
と
と
な
り
、
新
た
な
四
○
年
が
始
ま
り
ま
す
。
衣
斐
先
生
な
ら
び
に
川
岸
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
で
あ
ら
れ
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
ご
指
導
・
ご
教
授
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

二
○
○
六
年
四
月

法
学
部
長

岡
田
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基


